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本日
土
浦
全
国
花
火
競
技
大
会

一本
　「
土
浦
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で

す
か
？
自
慢
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
す

か
？
」

　
土
浦
に
は
、
全
国
的
に
有
名
で
日
本
一

だ
と
言
わ
れ
る
も
の
か
ら
、
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
も
の
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
自
慢
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な「
意
外
と
自
慢
！
」な
土
浦
の

魅
力
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
土
浦
と
い
え
ば
花
火
が
有
名
で
す
。
桜

川
畔
で
開
催
さ
れ
る「
土
浦
全
国
花
火
競

技
大
会
」は
、
最
優
秀
の
花
火
業
者
に
内

閣
総
理
大
臣
賞
が
与
え
ら
れ
る
な
ど
、
名

実
と
も
に
日
本
一
の
花
火
大
会
と
言
え
ま

す
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
花
火
師
が

そ
の
技
と
力
を
競
う
姿
を
見
に
70
万
を
越

え
る
人
々
が
土
浦
を
訪
れ
ま
す
。

　
ま
た
土
浦
は
レ
ン
コ
ン
の
産
地
と
し
て

も
有
名
で
す
。
霞
ヶ
浦
の
湖
岸
沿
い
を
中

心
に
栽
培
さ
れ
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇

り
、
各
地
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。
一
面
に
広

が
る
ハ
ス
田
と
そ
の
先
に
広
が
る
霞
ヶ
浦

の
風
景
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
初

夏
に
は
見
事
な
花
を
い
っ
ぱ
い
に
咲
か
せ

別
世
界
の
よ
う
な
美
し
さ
を
み
せ
ま
す
。

意
外
と
自
慢
！

つ
ち
う
ら
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日

　土浦には「日本三大○○」といわれ
ているものもあります。
※地域などにより諸説あり、「三大○○」と言
　われているものには違いがあります。

　
太
古
の
昔
、
土
浦
は
、
海
の
幸（
当
時

は
霞
ヶ
浦
が
海
と
繋
が
っ
て
い
た
）、
山

の
幸
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
土
地
で
し
た
。

日
本
最
古
級
の
製
塩
土
器
が
出
土
し
た
上

高
津
貝
塚
や
初
め
て「
み
ず
ら
」が
発
見
さ

れ
た
武
者
塚
古
墳
な
ど
、
貴
重
な
遺
跡
も

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
江
戸
時
代

に
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
風
情
が
、
街

の
あ
ち
こ
ち
に
感
じ
ら
れ
る
な
ど
、
歴
史

の
深
さ
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
春
に
は
、
県
の
天
然
記
念
物「
真
鍋
の

サ
ク
ラ
」を
は
じ
め
、市
内
の
至
る
所
で
桜

が
咲
き
誇
り
、
夏
は
霞
ヶ
浦
に
浮
か
ぶ
帆

曳
船
が
白
い
大
き
な
帆
を
広
げ
ま
す
。
秋

の
味
覚
を
楽
し
む
頃
に
は
、
新
治
の
山
な

み
が
赤
や
黄
色
に
色
づ
き
、
冬
は
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
湖
岸
の
風
景
を
彩
り
ま

す
。
変
化
に
富
ん
だ
四
季
の
風
景
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す

　
昨
年
、
土
浦
に
新
た
な
自
慢
の
一
つ
と

な
る「
日
本
一
」が
加
わ
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
次
頁
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
　

日
本
一

日本三大経塚

　久留米藩主有馬頼徳の三女竹姫が
土浦藩主土屋寅直へ嫁入りの際、久
留米水天宮の分霊を捧持し、土屋藩
邸内に祀ったものがはじまりとされ
ています。水難除け、農業、漁業、
海運、商売繁盛にご利益があると伝
えられ、安産の神としても知られて
います。（市指定建造物）

日本三大水天宮

日本三大山王流流鏑馬

　室町時代、従羅天（小神野越前守）
と弓の名手の市川将監が農作物を荒
らす大猿を退治したことに始まると
されています。伝承を基にしたもの
で、物語性を持つ珍しい流鏑馬です。
毎年四月の第一日曜日、 日枝神社に
ておこなわれます。（県指定無形民
俗文化財）

日枝神社の流鏑馬まつり

東城寺経塚群

　東城寺本堂の裏にある経塚群で大
小12基の塚から仏教の経典を納め
た経筒や鏡などが発見されました。
経筒に記された銘文により、平安時
代末期に豪族の常陸平氏多気致幹が
築いた経塚だと考えられています。
出土品は東京国立博物館に所蔵・展
示されています。（県指定史跡）

土浦水天宮
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（川口二丁目12-4）

（東城寺650）

（沢辺・小野・東城寺入会地127-1）

レ
ン
コ
ン
生
産
量


